
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

槇島集落で 200年にわたり守り伝えてきた種を蒔いての定植、刈取り、脱穀、 

糸の染色、頭巾手縫いなど材料を手作りして槇島ほうきは製作されています。 

 

 

 

 

柄から穂先まで 1本のほうききびを束ねて製作しているため丈夫で長持ちで、 

農家では座敷掃きから始まり、最後は蔵掃除用と 30年も使い続けられる 

と言われています。 

  

 

 

 

槇島ほうきは程よい硬さと軽くて使いやすいその掃き心地が特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

槇島ほうきは黒糸一色で編み上げられる実直なデザインで

したが、映画「おくりびと」に映し出される庄内の美しい景

色に憧れて移住してきた庄内町観光協会の中原浩子観光専

門員（当時）と伝統の槇島ほうきを守り続けてきた地元農家

との出会いにより、カラフルなデザインに生まれ変わりまし

た。そのカラフルな糸はすべて作り手が染めています。 
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